
２
０
２
４
年
8
月

富
山
大
学
人
文
科
学
研
究
第
81
号
抜
刷

大
橋
二
水
撰
「
三
谷
翁
碑
」
碑
文
訳
注
並
び
に
解
題

　
―
―
忘
れ
ら
れ
た
種
痘
の
功
労
者
―
―

大
　
野
　
圭
　
介

訳
　
注



大
橋
二
水
撰
「
三
谷
翁
碑
」
碑
文
訳
注
並
び
に
解
題
　
―
―
忘
れ
ら
れ
た
種
痘
の
功
労
者
―
―

一

大
橋
二
水
撰
「
三
谷
翁
碑
」
碑
文
訳
注
並
び
に
解
題

　
―
―
忘
れ
ら
れ
た
種
痘
の
功
労
者
―
―

大
　
野
　
圭
　
介

－ 222 －

は
じ
め
に

富
山
県
氷
見
市
の
中
心
市
街
地
西
側
に
小
高
い
丘
陵
地
が
あ
り
、
そ
の
一
角
が
朝
日
山
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
園
は
一
九
〇
九
︵
明
治

四
十
二
︶
年
に
当
時
の
皇
太
子
︵
後
の
大
正
天
皇
︶
の
北
陸
巡
啓
を
記
念
し
て
開
園
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
先
立
つ
一
九
〇
七
︵
明
治
四
十
︶
年
に
日
露
戦
争
勝
利
を

記
念
し
て
こ
の
地
に
松
や
桜
が
植
え
ら
れ
た
の
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
朝
日
山
山
頂
の
展
望
休
憩
所
付
近
に
は
当
時
建
て
ら
れ
た
神
武
天

皇
の
銅
像
が
今
も
残
っ
て
お
り
、
台
座
に
は
乃
木
希
典
の
揮
毫
に
よ
る
﹁
永
芳
﹂
と
篆
書
で
書
か
れ
た
銘
板
が
あ
る
。
日
露
戦
争
か
ら
一
世
紀
以
上
を
経
た
今

で
は
、
こ
の
公
園
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
高
揚
の
場
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
市
街
地
と
富
山
湾
を
一
望
で
き
る
桜
や
ツ
ツ
ジ
の
名
所
と
し
て
、

氷
見
市
民
や
観
光
客
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
朝
日
山
公
園
の
展
望
休
憩
所
か
ら
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
、
当
地
出
身
の
剣
豪
斎
藤
弥
九
郎
︵
一
七
九
八
︵
寛
政
十
︶
年
~
一
八
七
一
︵
明
治
四
︶
年
︶
の
銅

像
が
建
っ
て
い
て
、
園
内
に
あ
る
案
内
図
に
も
そ
の
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
隣
に
あ
る
の
が
﹁
三
谷
翁
碑
﹂
と
大
書
さ
れ
た
石
碑
で
、
台
座
に
は
近
代

富
山
を
代
表
す
る
漢
詩
人
の
ひ
と
り
大お
お
は
し
に
す
い

橋
二
水
︵
一
八
五
九
︵
安
政
六
︶
年
~
一
九
四
〇
︵
昭
和
十
五
︶
年
︶
の
撰
文
と
書
に
よ
る
、
蘭
方
医
西に
し
い井
三さ
ん
こ
く谷

︵
一
八
一
二
︵
文

化
九
︶
年
~
一
八
九
五
︵
明
治
二
十
八
︶
年
︶
を
顕
彰
す
る
文
を
刻
ん
だ
銘
板
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
筆
者
は
二
〇
二
二
年
九
月
に
朝
日
山
公
園
を
訪
れ
て
﹁
三
谷

翁
碑
﹂
を
実
見
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
碑
や
銘
文
に
関
す
る
案
内
板
な
ど
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
園
内
の
案
内
図
に
も
こ
の
碑
の
名
は
記

さ
れ
て
お
ら
ず
、
関
心
を
示
す
遊
覧
客
も
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

訳　
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二

図
１　

三
谷
翁
碑
碑
文
︵
筆
者
撮
影
︶
及
び
釈
文

三
谷
西
井
先
生
諱
快
安
加
州
大
聖
寺
藩
士

父
曰
山
口
良
太
夫
始
就
岐
阜
明
善
院
修
眼

科
毉
術
更
遊
京
師
學
蘭
醫
方
於
小
石
元
瑞 

図
２　

三
谷
翁
碑
全
体
像
︵
筆
者
撮
影
︶

傍
講
究
詩
文
後
應
越
前
侯
之
聘
致
力
於
種

痘
辞
仕
而
住
氷
見
垂
帷
従
遊
者
頗
多
矣
廣

瀬
旭
荘
浦
上
春
琴
等
名
流
来
遊
者
皆
主
先

生
其
應
酬
之
詩
篇
今
尚
存
焉
一
誦
之
則
其

詩
滔
徴
逐
之
盛
亦
足
以
想
見
矣
先
生
與
黒

川
良
安
謀
行
種
痘
術
於
州
内
是
實
爲
我
州

種
痘
之
嚆
矢
其
惠
澤
所
及
豈
不
偉
乎
先
生

以
明
治
二
十
八
年
二
月
念
日
逝
年
八
十
又

四
配
某
氏
先
亡
無
子
葬
圓
照
寺
今
茲
癸
亥

十
月
門
人
胥
謀
欲
樹
碑
不
朽
其
徳
來
請
文

余
乃
記
其
概
銘
曰
循
循
不
倦
能
悔
弟
徒
折

肱
研
精
率
先
垂
殊
活
人
活
國
維
醫
維
儒

　
　
　
　

二
水
大
橋
弘
撰
并
書
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大
橋
二
水
撰
「
三
谷
翁
碑
」
碑
文
訳
注
並
び
に
解
題
　
―
―
忘
れ
ら
れ
た
種
痘
の
功
労
者
―
―

三

こ
の
後
詳
述
す
る
よ
う
に
、
西
井
三
谷
は
氷
見
の
生
ま
れ
で
は
な
い
と
は
い
え
、
当
時
加
賀
藩
領
で
あ
っ
た
氷
見
で
初
め
て
種
痘
を
行
っ
た
人
物
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
後
半
生
を
氷
見
で
開
業
医
と
し
て
、
ま
た
漢
詩
人
と
し
て
過
ご
し
て
い
る
。
そ
の
功
績
を
顕
彰
す
る
碑
文
が
誰
に
も
顧
み
ら
れ
な
い
ま
ま
埋
も
れ

て
い
る
の
は
実
に
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
漢
文
で
書
か
れ
た
こ
の
碑
文
の
原
文
を
録
す
と
と
も
に
訳
注
を
施
し
、
併
せ
て
西
井
三
谷
及
び
碑
文
を
撰

し
た
大
橋
二
水
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
の
解
題
を
付
し
て
、
日
本
漢
文
や
医
学
史
な
ど
諸
方
面
で
の
研
究
の
便
に
供
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
大
方
の
ご
批
正
を

俟
つ
次
第
で
あ
る
。　

一
、「
三
谷
翁
碑
」
碑
文
訳
注

ま
ず
﹁
三
谷
翁
碑
﹂
の
全
文
に
句
読
を
付
し
た
原
文
と
、
そ
の
訓
読
・
現
代
語
訳
・
注
釈
を
以
下
に
示
す
。

[
原
文
]

三
谷
西
井
先
生
、
諱
快
安
、
加
州
大
聖
寺
藩
士
、
父
曰
山
口
良
太
夫
。
始
就
岐
阜
明
善
院
修
眼
科
毉
術
、
更
遊
京
師
、
學
蘭
醫
方
於
小
石
元
瑞
、
傍
講
究
詩
文
。

後
應
越
前
侯
之
聘
、致
力
於
種
痘
。
辞
仕
而
住
氷
見
垂
帷
、従
遊
者
頗
多
矣
。
廣
瀬
旭
荘
・
浦
上
春
琴
等
名
流
来
遊
者
、皆
主
先
生
、其
應
酬
之
詩
篇
、今
尚
存
焉
。

一
誦
之
則
其
詩
滔
、
徴
逐
之
盛
、
亦
足
以
想
見
矣
。
先
生
與
黒
川
良
安
謀
行
種
痘
術
於
州
内
、
是
實
爲
我
州
種
痘
之
嚆
矢
。
其
惠
澤
所
及
、
豈
不
偉
乎
。
先
生

以
明
治
二
十
八
年
二
月
念
日
逝
、
年
八
十
又
四
。
配
某
氏
先
亡
、
無
子
、
葬
圓
照
寺
。
今
茲
癸
亥
十
月
、
門
人
胥
謀
欲
樹
碑
、
不
朽
其
徳
、
來
請
文
余
、
乃
記

其
概
。
銘
曰
、
循
循
不
倦
、
能
悔
弟
徒
、
折
肱
研
精
、
率
先
垂
殊
、
活
人
活
國
、
維
醫
維
儒
。

二
水
大
橋
弘
撰
并
書
。

[
訓
読
]

三さ
ん
こ
く谷
西
井
先
生
、
諱い
み
な
は
快
安
、
加
州
大だ
い
し
ょ
う
じ

聖
寺
藩
士
1
、
父
は
山
口
良
太
夫
と
曰い

う
。
始
め
岐
阜
の
明
善
院
2
に
就
き
て
眼
科
毉い
じ
ゅ
つ術
3
を
修
め
、
更
に
京
師
に

遊
び
、
蘭
医
方
を
小こ
い
し
げ
ん
ず
い

石
元
瑞
4
に
学
び
、
傍
ら
詩
文
を
講
究
す
。
後
に
越
前
侯
5
の
聘へ
い

に
応
じ
、
力
を
種
痘
に
致
す
。
辞
仕
し
て
氷
見
に
住
み
帷と
ば
り
を
垂
れ
6
、
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四

従
遊
す
る
者
頗す
こ
ぶる
多
し
。
広ひ
ろ
せ
き
ょ
く
そ
う

瀬
旭
荘
7
・
浦う
ら
か
み上
春し
ゅ
ん

琴き
ん
8
等
の
名
流
の
来き
た

り
て
遊
ぶ
者と
き

は
、
皆
な
先
生
を
主
と
し
、
其
の
応
酬
す
る
の
詩
篇
、
今
尚な

お
存
せ
り
。

一
た
び
之
を
誦
す
れ
ば
則
ち
其
の
詩
は
滔と
う

と
し
て
、
徴
逐
9
の
盛
ん
な
る
こ
と
、
亦
た
以
て
想
見
す
る
に
足
る
。
先
生
と
黒く
ろ
か
わ川
良ま
さ
や
す安
10
と
謀
り
て
種
痘
術
を

州
内
に
行
い
、
是こ

れ
実ま
こ
とに
我
が
州
の
種
痘
の
嚆こ
う
し矢
と
為な

る
。
其
の
恵
沢
の
及
ぶ
所
、
豈あ

に
偉す
ぐ

れ
ざ
ら
ん
や
。
先
生 

明
治
二
十
八
年
二
月
念
日
11
を
以
て
逝
く
、

年と
し

八は
ち
じ
ゅ
う
ゆ
う
し

十
又
四
。
配つ
ま

の
某
氏
は
先
に
亡
し
、
子
無
く
、
円
照
寺
12
に
葬
ら
る
。
今こ
と
し茲
癸き
が
い亥
十
月
、
門
人
胥み

な
謀
り
て
碑
を
樹た

て
、
其
の
徳
を
不
朽
な
ら
し
め
ん
と

欲
し
、
来
た
り
て
文
を
余
に
請
い
、
乃
ち
其
の
概
を
記
す
。
銘
13
に
曰
く
、
循
循
14
と
し
て
倦う

ま
ず
、
能
く
弟
徒
15
を
誨お
し

え
16
、
肱
を
折
り
て
17
研
精
し
、
率

先
し
て
殊
を
垂
れ
18
、
人
を
活
か
し
国
を
活
か
す
、
維こ

れ
医
な
り
維
れ
儒
な
り
と
。

二
水
大
橋
弘 

撰
し
并な
ら

び
に
書
す
。

[
現
代
語
訳
]

三
谷
西
井
先
生
は
、
本
名
は
快
安
、
加
賀
大
聖
寺
藩
士
で
、
父
は
山
口
良
太
夫
と
い
う
。
最
初
岐
阜
の
明
善
院
で
眼
科
の
医
術
を
学
び
、
さ
ら
に
京
都
に
遊

学
し
て
蘭
方
医
術
を
小
石
元
瑞
に
学
び
、
そ
の
傍
ら
詩
文
を
学
び
究
め
た
。
後
に
越
前
藩
主
の
招
き
に
応
じ
て
藩
医
と
な
り
、
種
痘
に
力
を
尽
く
し
た
。
藩
医

を
辞
し
て
か
ら
氷
見
に
住
ん
で
読
書
詩
作
に
専
念
し
、
交
遊
す
る
者
は
大
変
多
か
っ
た
。
広
瀬
旭
荘
や
浦
上
春
琴
ら
一
流
の
文
人
が
遊
び
に
来
た
時
も
、
み
な

三
谷
先
生
を
主
人
と
し
て
尊
び
、
応
酬
し
た
詩
は
今
な
お
残
っ
て
い
る
。
そ
の
詩
を
朗
誦
す
れ
ば
天
下
に
広
ま
り
、
詩
人
た
ち
の
交
遊
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
も

思
わ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。
先
生
は
黒
川
良
安
と
相
謀
っ
て
加
賀
藩
内
で
種
痘
術
を
実
施
し
、
こ
れ
こ
そ
が
加
賀
の
種
痘
の
嚆
矢
と
な
っ
た
。
そ
の
恩
恵
の
も

た
ら
し
た
も
の
は
、
何
と
偉
大
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
先
生
は
明
治
二
十
八
︵
一
八
九
五
︶
年
二
月
二
十
日
に
亡
く
な
っ
た
。
享
年
八
十
四
。
妻
の
某
氏
は
先
に
亡

く
な
っ
て
お
り
、
跡
取
り
の
息
子
は
お
ら
ず
、
円
照
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。
今
年
癸
亥
の
年
︵
一
九
二
三
年
︶
の
十
月
、
門
人
た
ち
が
皆
で
相
談
し
て
、
碑
を
建
て

て
そ
の
徳
を
後
世
ま
で
永
遠
に
伝
え
よ
う
と
し
、私
に
碑
文
を
求
め
て
き
た
。
そ
こ
で
そ
の
概
略
を
記
し
、銘
に
言
う
。﹁
順
序
立
て
て
努
め
て
倦
む
こ
と
な
く
、

弟
子
た
ち
を
立
派
に
教
え
育
て
、
苦
労
を
重
ね
て
研
鑽
し
、
率
先
し
て
す
ぐ
れ
た
模
範
を
示
し
、
人
を
生
か
し
国
を
生
か
す
、
こ
れ
こ
そ
医
者
で
あ
り
儒
者
で

あ
る
。﹂
と
。

二
水
大
橋
弘 

文
を
撰
し
て
書
す
。
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大
橋
二
水
撰
「
三
谷
翁
碑
」
碑
文
訳
注
並
び
に
解
題
　
―
―
忘
れ
ら
れ
た
種
痘
の
功
労
者
―
―

五

[
注
釈
]

１　

加
州
大
聖
寺
藩
士　

大
聖
寺
藩
は
加
賀
国
江
沼
郡
全
域
と
能
美
郡
の
一
部
を
領
地
と
し
た
藩
。
加
賀
藩
の
支
藩
で
あ
っ
た
。

２　

岐
阜
明
善
院　

未
詳
。
医
学
塾
あ
る
い
は
医
院
の
名
か
。

３　

毉
術　
﹁
毉
﹂
は
﹁
醫
︵
医
︶﹂
に
同
じ
。

４　

小
石
元
瑞　

江
戸
時
代
後
期
の
蘭
学
者︵
一
七
八
四︵
天
明
四
︶年
~
一
八
四
九︵
嘉
永
二
︶年
︶。
諱い

み
なは
龍
ま
た
は
橘
龍
、字
は
矼こ
う
け
ん軒
、京
都
の
人
。
十
六
歳
の
時
江
戸
に
遊
学
し
、

杉
田
玄
白
・
大
槻
玄
沢
ら
に
蘭
学
を
学
ん
で
か
ら
、
京
都
に
戻
っ
て
父
・
元
俊
か
ら
医
学
塾
﹁
究
理
堂
﹂
を
引
き
継
ぎ
、
多
く
の
弟
子
を
育
て
た
。
著
作
に
﹃
檉て

い
え
ん園
随
筆
﹄﹃
東

西
医
説
析
義
﹄﹃
西
説
痘
瘡
記
聞
﹄
な
ど
が
あ
る
。
漢
詩
・
書
・
茶
道
な
ど
を
善
く
し
、
浦
上
春
琴
や
頼
山
陽
ら
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。

５　

越
前
侯　

福
井
藩
主
松
平
春
嶽
︵
諱
は
慶
永
、
一
八
二
八
︵
文
政
十
一
︶
年
~
一
八
九
三
︵
明
治
二
十
三
︶
年
︶。
一
八
三
八
︵
天
保
九
︶
年
、
十
一
歳
で
藩
主
と
な
り
、
洋

学
所
の
設
置
な
ど
藩
政
の
改
革
に
努
め
た
が
、
一
八
五
八
︵
安
政
五
︶
年
、
勅
許
を
得
ず
に
日
米
修
好
通
商
条
約
の
調
印
を
強
行
し
た
大
老
井
伊
直
弼
の
責
任
を
追
及
し
よ

う
と
江
戸
城
に
押
し
か
け
た
こ
と
を
罪
に
問
わ
れ
、
隠
居
謹
慎
さ
せ
ら
れ
た
。

６　

垂
帷　

部
屋
の
と
ば
り
を
下
ろ
す
こ
と
か
ら
﹁
読
書
や
著
作
に
専
念
す
る
﹂
意
。﹃
漢
書
﹄
董
仲
舒
伝
に
﹁
董
仲
舒
、
⋮
⋮
下
帷

0

0

講
誦
、
弟
子
傳
以
久
次
相
授
業
、
或
莫
見
其

面
。︵
董
仲
舒
は
、
⋮
⋮
帷0

を
下0

ろ
し
て
講
誦
し
、
弟
子 

伝
え
て
以
て
久
次
相
い
業
を
授
け
、
或
い
は
其
の
面
を
見
る
莫
し
。︶﹂
と
云
い
、﹁
垂
帷
﹂
の
形
で
は
﹃
芸
文
類
聚
﹄

巻
五
五
引
く
晋
の
束
晳
﹁
読
書
賦
﹂
に
﹁
垂
帷
帳

0

0

0

以
隱
几
、
披
紈
素
而
讀
書
。︵
帷
帳
0

0

を
垂0

れ
て
以
て
几つ
く
えを
隠
し
、
紈し
ろ
ぎ
ぬ素
を
披こ
う
むり
て
読
書
す
。︶﹂
と
云
う
の
が
初
出
。

７　

広
瀬
旭
荘　

江
戸
時
代
後
期
の
漢
詩
人
︵
一
八
〇
七
︵
文
化
四
︶
年
~
一
八
六
三
︵
文
久
三
︶
年
︶。
豊
後
日
田
︵
大
分
県
︶
の
人
。
諱
は
謙
、
通
称
は
謙
吉
、
字
は
吉
甫
。

勤
皇
の
志
士
と
し
て
も
桂
小
五
郎
・
佐
久
間
象
山
・
吉
田
松
陰
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
。
性
は
豪
放
磊
落
、
才
気
横
溢
し
た
詩
風
で
知
ら
れ
、
兄
に
同
じ
く
漢
詩
人
の
広
瀬
淡

窓
が
い
る
。

８　

浦
上
春
琴　

江
戸
時
代
後
期
の
南
画
家
︵
一
七
七
九
︵
安
永
八
︶
年
~
一
八
四
六
︵
弘
化
三
︶
年
︶︶。
備
前
岡
山
の
人
。
諱
は
選
、字
は
十
千
ま
た
は
伯
挙
、通
称
は
紀
一
郎
。

十
五
歳
で
漢
学
者
皆
川
淇
園
に
師
事
し
た
後
、
長
崎
に
遊
学
し
て
か
ら
京
都
で
画
業
に
専
念
し
、
頼
山
陽
・
田
能
村
竹
田
・
柏
木
如
亭
ら
著
名
な
文
人
と
交
遊
し
た
。
山
水

画
や
花
鳥
画
を
得
意
と
し
、
温
和
で
気
品
あ
る
画
風
で
知
ら
れ
た
。

９　

徴
逐　

友
人
間
で
互
い
に
招
き
合
う
。
唐
の
韓
愈
﹁
柳
子
厚
墓
誌
銘
﹂
に
﹁
今
夫
平
居
里
巷
相
慕
悅
,
酒
食
遊
戲
相
徵
逐

0

0

。︵
今
夫そ

れ
里
巷
に
平
居
し
て
相
い
慕
悦
し
,
酒
食

遊
戯 

相
い
徴
逐
0

0

す
。︶﹂
と
云
う
。

10　

黒
川
良
安　

江
戸
時
代
後
期
の
蘭
学
者
・
蘭
方
医
︵
一
八
一
七
︵
文
化
十
四
︶
年
~
一
八
九
〇
︵
明
治
二
十
三
︶
年
︶。
名
は
﹁
り
ょ
う
あ
ん
﹂
と
も
読
ま
れ
る
。
越
中
新
川

郡
︵
現
富
山
県
上
市
町
︶
の
人
。
十
一
歳
で
長
崎
に
留
学
し
て
シ
ー
ボ
ル
ト
に
学
び
、
十
九
歳
で
大
坂
の
適
塾
に
移
っ
て
緒
方
洪
庵
に
学
び
、
さ
ら
に
江
戸
の
蘭
学
者
・
坪

井
信
道
に
も
学
ん
だ
。
一
八
六
二
︵
文
久
元
︶
年
に
金
沢
種
痘
所
を
創
設
し
、
後
に
こ
れ
を
拡
充
し
た
金
沢
藩
医
学
館
は
金
沢
大
学
医
学
部
の
母
体
の
一
つ
と
な
っ
た
。

11　

念
日　

二
十
日
。﹁
念ネ

ン

﹂
は
﹁
廿ネ
ン

﹂
と
発
音
が
通
じ
て
﹁
二
十
﹂
の
意
。

12　

円
照
寺　

富
山
県
氷
見
市
中
央
町
に
あ
る
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
。
開
創
年
は
不
明
。
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13　

銘　

人
の
功
績
を
顕
彰
す
る
文
に
用
い
ら
れ
る
文
体
。
通
常
は
四
言
の
句
を
連
ね
て
押
韻
す
る
。

14　

循
循　

順
序
正
し
く
整
然
と
し
て
い
る
さ
ま
。﹃
論
語
﹄
子
罕
に
﹁
夫
子
循
循

0

0

然
善
誘
人
︵
夫
子
循
循
0

0

然
と
し
て
善
く
人
を
誘
う
︶﹂
と
云
う
。

15　

弟
徒　
﹁
徒
弟
﹂
に
同
じ
。
四
句
目
の
﹁
殊
﹂、
六
句
目
の
﹁
儒
﹂
と
押
韻
す
る
た
め
に
語
順
を
入
れ
替
え
て
い
る
。

16　

能
悔
弟
徒　

原
文
の
﹁
悔
﹂
は
﹁
誨
﹂
の
誤
り
か
。

17　

折
肱　

何
度
も
自
分
の
ひ
じ
を
折
っ
て
自
分
で
治
す
よ
う
な
苦
労
を
し
て
名
医
に
な
ろ
う
と
す
る
。﹃
春
秋
左
氏
伝
﹄
定
公
十
三
年
﹁
三
折
肱

0

0

、
知
為
良
醫
︵
三
た
び
肱0

を
折0

り
て
、
良
医
と
為
る
を
知
る
︶﹂
に
よ
る
。

18　

垂
殊　
﹁
模
範
を
示
す
﹂
意
で
は
通
常
﹁
垂
範
﹂
と
言
い
、﹁
垂
殊
﹂
は
一
般
的
な
語
で
は
な
い
。
韻
を
合
わ
せ
る
た
め
の
造
語
か
。

二
、「
三
谷
翁
碑
」
解
題

（
一
）
西
井
三
谷
と
そ
の
周
辺

﹁
三
谷
翁
碑
﹂
の
記
述
か
ら
、
三
谷
西
井
快
安
は
医
師
と
し
て
加
賀
藩
領
の
氷
見
で
初
め
て
種
痘
を
行
っ
た
ほ
か
、
漢
詩
人
と
し
て
も
広
瀬
旭
荘
ら
名
だ
た

る
文
人
と
交
遊
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
医
師
と
し
て
の
三
谷
は
人
望
が
あ
り
、
雑
誌
﹃
医
事
新
聞
﹄
三
十
五
号
︵
一
八
八
一
︵
明
治
十
四
︶
年
一
月
、
医

事
新
聞
社
︶
の
﹁
雑
報
﹂
に
は
﹁
氷
見
保
生
社
﹂
と
い
う
医
療
団
体
の
社
長
を
務
め
て
い
た
旨
記
さ
れ
る
1
。
ま
た
﹃
自
治
・
産
業
・
教
化
躍
進
日
本
︵
福
井
県
・

富
山
県
・
新
潟
県
︶﹄︵
一
九
三
八
︵
昭
和
十
三
︶
年
、
帝
国
聯
合
通
信
社
︶
二
二
四
ペ
ー
ジ
に
は
富
山
県
内
の
医
院
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
中
の
﹁
好
生
堂
医
院
﹂
の

項
に
、
経
営
者
篠
田
義
成
の
父
嘉
吉
が
﹁
名
国
手
西
井
快
安
の
門
に
入
り
、
後
そ
の
事
業
全
部
を
承
継
し
て
明
治
三
十
年
よ
り
正
式
に
開
院
し
た
﹂
と
記
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
嘉
吉
も
長
崎
で
種
痘
を
研
究
し
、
快
安
と
同
じ
く
小
石
元
瑞
2
の
も
と
で
学
び
、
多
く
の
弟
子
を
育
て
、
氷
見
市
内
の
各
学
校
の
校
医
を
務

め
て
信
望
が
厚
か
っ
た
と
も
云
う
。﹁
名
国
手
︵
名
医
︶﹂
と
崇
め
ら
れ
た
三
谷
が
氷
見
の
医
療
に
残
し
た
足
跡
は
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。

教
育
者
と
し
て
の
三
谷
の
姿
は
、
氷
見
の
出
身
で
セ
メ
ン
ト
工
業
を
成
功
さ
せ
浅
野
財
閥
を
築
き
上
げ
た
浅
野
総
一
郎
の
述
懐
が
残
っ
て
い
る
。
子
息
の
良

三
に
よ
る
伝
記
﹃
浅
野
総
一
郎
﹄︵
浅
野
泰
治
郎
︵
総
一
郎
の
出
生
時
の
名
︶・
浅
野
良
三
著
、
一
九
二
三
︵
大
正
十
二
︶
年
、
愛
信
社
︶
四
六
~
四
七
ペ
ー
ジ
に
は
、

其そ
の

頃こ
ろ

、養
父︵
宮
崎
南
禎
︱
︱
筆
者
注
︶の
同
業
者
で
、氷
見
仲
町
に
西
井
快
安
と
い
う
人
が
あ
っ
た
。此こ

の
ひ
と人

は
、以
前
某
大
名
の
祐
筆
を
勤
め
た
と
い
う
の
で
、

書
を
能よ

く
し
た
。
養
父
は
、
泰
治
郎
が
十
二
歳
の
春
、
こ
の
快
安
先
生
の
許
へ
通
う
て
、
書
道
を
学
ぶ
べ
く
入
門
を
宣
告
し
た
。
⋮
⋮

往
っ
て
見
る
と
左
程
面
白
い
処
で
も
無
い
。
快
安
先
生
は
、
養
父
よ
り
は
、
幾
ら
か
穏
か
だ
が
、
矢
ッ
張
り
、
勉
強
を
強
い
る
点
は
同
じ
だ
。︵
原
文
は
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大
橋
二
水
撰
「
三
谷
翁
碑
」
碑
文
訳
注
並
び
に
解
題
　
―
―
忘
れ
ら
れ
た
種
痘
の
功
労
者
―
―

七

旧
漢
字
・
旧
仮
名
遣
い
︶

と
あ
る
。総
一
郎
は
そ
の
後
快
安
の
塾
で
知
り
合
っ
た
二
人
の
友
人
と
と
も
に
、も
と
金
沢
藩
士
で
氷
見
に
移
っ
て
き
た
渡
辺
悌
次
郎
に
漢
学
と
武
術
を
教
わ
っ

た
が
、
相
撲
に
は
勝
っ
て
も
四
書
五
経
の
勉
強
は
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
も
と
も
と
勉
強
好
き
で
は
な
か
っ
た
幼
時
の
総
一
郎
に
と
っ
て
、
快
安
の

温
厚
で
は
あ
っ
て
も
謹
厳
な
教
育
は
な
じ
め
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
に
三
谷
の
生
平
や
事
跡
に
関
す
る
記
録
は
、﹁
三
谷
翁
碑
﹂
以
外
は
断
片
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
後
に
書
か
れ
た
人
物
伝
も
概
ね
﹁
三

谷
翁
碑
﹂
の
内
容
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
吉
川
正
文
﹃
比
美
の
杜
か
げ
﹄︵
一
九
四
一
年
、
非
売
品
、
嶋
尾
正
一
出
版
︶
の
西
井
三
谷
の
項
︵
同
書
五
九
一

~
五
九
四
ペ
ー
ジ
︶
は
﹁
三
谷
翁
碑
﹂
の
全
文
を
録
し
て
い
る
が
、
原
文
だ
け
で
句
読
や
訓
読
は
な
く
、
そ
の
大
意
を
記
し
た
後
、
三
谷
の
師
の
小
石
元
瑞
、
三

谷
と
と
も
に
種
痘
を
行
っ
た
黒
川
良
安
、
三
谷
と
交
遊
の
あ
っ
た
浦
上
春
琴
の
略
伝
を
付
し
て
い
る
。
黒
川
良
安
に
つ
い
て
は
文
献
や
記
録
も
豊
富
に
残
さ
れ

て
お
り
、
評
伝
3
や
テ
レ
ビ
番
組
4
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
出
身
地
の
富
山
県
上
市
町
黒
川
に
は
﹁
黒
川
良
安
翁
顕
彰
碑
﹂
が
あ
り
、
同
町
教
育

委
員
会
に
よ
る
案
内
板
も
設
置
さ
れ
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
三
谷
は
も
は
や
忘
れ
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

漢
詩
人
と
し
て
の
西
井
三
谷
に
つ
い
て
は
、﹃
氷
見
の
自
然
と
歴
史
﹄︵
一
九
七
四
年
、﹁
氷
見
の
自
然
と
歴
史
﹂
編
集
委
員
会
編
、
氷
見
市
教
育
委
員
会
︶
が
﹁
詩
壇
で

は
天
保
十
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
、
氷
見
に
は
じ
め
て
種
痘
を
伝
え
た
西
井
三
谷
が
あ
ら
わ
れ
漢
詩
を
よ
く
し
、
多
く
の
人
が
、
そ
の
教
え
を
う
け
ま
し
た
﹂
と
記

す
︵
同
書
一
五
五
ペ
ー
ジ
︶。
し
か
し
三
谷
の
詩
文
集
は
管
見
の
限
り
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
活
動
の
実
態
は
不
明
な
点
が
多
い
。
亀
谷
龍
二
・
橘
有
隣
編
﹃
越
中

古
今
詩
鈔
﹄︵
一
九
二
六
︵
大
正
十
五
︶
年
、
光
奎
社
︶
は
江
戸
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
富
山
県
内
で
活
躍
し
た
漢
詩
人
の
詩
を
集
め
て
略
伝
を
付
す
が
、
こ
れ
に
も

三
谷
の
詩
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
三
谷
を
訪
ね
て
交
遊
し
た
文
人
た
ち
の
書
き
残
し
た
も
の
が
い
く
つ
か
残
っ
て
お
り
、
漢
詩
人
と
し
て
の
三
谷
の
姿
を
伝
え
る
貴
重
な
資

料
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
津つ
し
ま島
北ほ
く
け
い渓
5
﹁
英あ

お遠
紀
行
﹂︵﹃
高
岡
詩
話
﹄
所
収
、
一
九
二
七
︵
昭
和
二
︶
年
、
篠
島
先
生
彰
徳
会
が
金
沢
津
島
邦
彦
氏
所
蔵
写
本
に
拠
っ
て
出
版
︶
は
、

北
渓
が
一
八
五
七
︵
安
政
四
︶
年
に
二
人
の
詩
友
を
伴
っ
て
氷
見
を
訪
れ
、
現
地
に
集
ま
っ
た
三
谷
ら
氷
見
在
住
の
詩
友
と
と
も
に
氷
見
の
北
に
あ
る
阿
尾
城

跡
に
登
っ
て
詩
を
応
酬
し
た
こ
と
を
記
す
。
題
の
﹁
英
遠
﹂
は
﹁
阿
尾
﹂
の
万
葉
仮
名
で
あ
る
6
。
海
面
を
見
下
ろ
す
断
崖
ま
で
来
て
、
宴
席
を
設
け
て
杯
を

回
す
う
ち
に
、
皆
が
詩
興
を
催
し
て
呻
吟
し
て
い
る
と
、
ま
ず
北
渓
が
絶
句
を
一
首
調
え
て
し
た
た
め
た
。

－ 216 －



富
山
大
学
人
文
科
学
研
究

八

偶
然
來
飲
阿
尾
城　
　

偶
然
来
た
り
飲
む 

阿
尾
の
城
、

乘
興
不
妨
日
欲
傾　
　

興
に
乗
じ
妨
げ
ず 

日
び
傾
け
ん
と
欲
す
る
を
。

吟
思
要
模
模
叵
得　
　

吟
思 

模
せ
ん
と
要も
と

む
る
も
模
す
る
こ
と
得
叵が
た

し
、

山
光
水
色
競
相
呈　
　

山
光
水
色 

競
っ
て
相
い
呈
す
。

︵
大
意
︶
た
ま
た
ま
や
っ
て
来
た
阿
尾
城
で
酒
を
飲
む
。
興
に
乗
っ
た
ら
毎
日
酒
を
傾
け
た
く
な
る
の
も
よ
か
ろ
う
。
詩
情
が
湧
い
て
描
き
取
ろ
う
と
し
て

も
な
か
な
か
描
き
き
れ
な
い
。
山
の
け
し
き
も
水
の
色
も
競
う
よ
う
に
目
の
前
に
現
れ
て
く
る
の
だ
か
ら
。

す
る
と
三
谷
が
そ
れ
に
次
韻
し
て
唱
和
し
た
。

吟
友
偶
登
阿
尾
城　
　

吟
友 
偶た
ま
たま
登
る 

阿
尾
の
城
、

提
來
瓢
酒
數
杯
傾　
　

瓢
酒
を
提
げ
来
り
て
数
杯
傾
く
。

衆
人
無
恠
此
風
景　
　

衆
人 

怪
し
む
無
か
れ 

此
の
風
景
を
、

碧
水
青
山
爲
客
呈　
　

碧
水 

青
山 

客
が
為
に
呈
す
。

︵
大
意
︶
詩
友
が
た
ま
た
ま
阿
尾
城
跡
に
登
っ
て
、
持
っ
て
き
た
瓢
箪
の
酒
を
何
杯
も
傾
け
て
い
る
。
人
々
よ
、
こ
の
風
景
を
奇
異
に
思
わ
な
い
で
く
れ
、

こ
こ
か
ら
見
え
る
青
海
原
も
緑
茂
る
山
も
、
こ
の
客
の
た
め
に
現
れ
て
き
た
も
の
な
の
だ
か
ら
。

や
が
て
日
が
傾
き
、
山
道
を
下
っ
て
か
ら
、
三
谷
と
南み
な
み
た
ん
り

旦
里
7
が
一
行
を
料
理
屋
に
招
い
て
宴
席
を
設
け
る
と
、
石い
し
が
き
え
ん
さ
い

垣
淵
斎
8
が
阿
尾
城
で
作
っ
た
詩
を
披
露

し
た
。
そ
の
詩
に
云
う
。

高
陵
吟
友
訪
來
時　
　

高
陵
の
吟
友 

訪
ね
来
た
る
の
時
、

共
挈
一
瓢
阿
尾
湄　
　

共
に
一
瓢
を
挈た
ず
さう 

阿
尾
の
湄み
ぎ
わ。

迤
邐
羊
腸
攀
上
處　
　

迤い

り邐
羊
腸
と
し
て
攀よ

じ
上
る
処と

こ
ろ、

始
驚
身
是
在
懸
涯　
　

始
め
て
驚
く 

身
は
是こ

れ
懸
涯
に
在
り
と
。

︵
大
意
︶
高
岡
の
詩
友
た
ち
が
訪
ね
て
き
て
、
一
緒
に
酒
を
携
え
て
行
っ
た
阿
尾
の
断
崖
の
み
ぎ
わ
。
う
ね
う
ね
と
続
く
道
を
よ
じ
登
っ
た
と
こ
ろ
で
、
初
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九

め
て
こ
の
身
が
断
崖
の
縁
に
い
る
の
に
気
づ
い
て
驚
い
た
。

﹁
英
遠
紀
行
﹂
は
こ
の
後
に
も
、
北
渓
が
旦
里
の
家
に
招
か
れ
て
一
晩
厄
介
に
な
り
、
同
行
の
詩
友
た
ち
と
遅
く
ま
で
飲
み
語
ら
い
、
既
に
世
を
去
っ
た
友
人

と
夢
の
中
で
語
り
合
う
う
ち
に
朝
を
迎
え
た
こ
と
や
、
そ
の
日
も
三
谷
の
家
に
招
か
れ
て
茶
菓
子
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
後
、
再
び
旦
里
の
家
で
海
鮮
や
酒
を
呼

ば
れ
、
さ
ら
に
湖
水
で
遊
覧
し
よ
う
と
い
う
誘
い
を
、
医
師
の
仕
事
が
あ
る
か
ら
何
日
も
留
守
に
は
で
き
な
い
と
辞
退
し
、
皆
と
別
れ
て
舟
に
乗
っ
て
帰
り
着

く
ま
で
の
こ
と
を
描
い
て
い
る
。
三
谷
を
は
じ
め
氷
見
在
住
の
漢
詩
人
た
ち
が
遠
来
の
北
渓
た
ち
を
歓
待
す
る
さ
ま
が
、
飾
り
気
の
な
い
文
体
で
描
か
れ
、
漢

詩
人
た
ち
の
盛
ん
な
交
遊
の
あ
り
さ
ま
が
よ
く
窺
え
る
文
で
あ
る
。

ま
た
﹁
三
谷
翁
碑
﹂
碑
文
で
は
、
広
瀬
旭
荘
ら
の
大
家
が
三
谷
を
訪
問
し
た
こ
と
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
前
引
﹃
比
美
の
杜
か
げ
﹄
の
﹁
広
瀬
旭
荘
﹂
の

項
︵
五
〇
三
ペ
ー
ジ
︶
に
﹁
郷
土
の
旧
家
に
所
蔵
せ
ら
れ
る
も
の
﹂
と
し
て
﹁
誉
一
樓
上
旭
荘
9
三
谷
迎
富
山
美
人
戲
賦
︵
誉
一
楼
上
に
旭
荘
・
三
谷 

富
山
の
美
人
を
迎

え
戯
れ
に
賦
す
︶﹂
と
題
す
る
旭
荘
の
七
絶
を
載
せ
る
。

殘
酒
蕭
條
尚
未
収　
　

残
酒 

蕭
条
と
し
て
尚
お
未
だ
収
め
ず
、

佳
人
一
咲
上
吾
樓　
　

佳
人 

一い
っ
し
ょ
う咲
10
し
て
吾
が
楼
に
上
る
。

繁
絃
奏
出
新
翻
曲　
　

繁
絃
は
奏
で
出い

だ
す 
新
翻
11
の
曲
、

敺
去
12 

客
愁
無
所
求　
　

客
愁
を
敺か

り
去
り
て
求
む
る
所
無
し
。

﹁
飲
み
残
し
の
酒
も
さ
び
し
く
な
っ
て
き
た
が
お
開
き
に
は
な
ら
ず
、
綺
麗
ど
こ
ろ
が
に
っ
こ
り
笑
っ
て
我
ら
が
楼
に
上
が
っ
て
き
た
。
三
味
の
音
も
さ
わ

に
歌
や
踊
り
が
始
ま
る
と
、
旅
愁
も
ど
こ
か
へ
吹
っ
飛
ん
で
こ
れ
以
上
は
も
う
何
も
い
ら
な
い
﹂
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
戯
作
と
は
い
え
旭
荘
の
磊
落
な
一
面

を
窺
わ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。
も
っ
と
も
同
書
に
よ
れ
ば
旭
荘
の
北
陸
訪
問
は
一
八
六
〇
︵
万
延
元
︶
年
の
こ
と
で
、
旭
荘
は
勤
皇
の
志
士
と
し
て
も
活
動
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、﹁
そ
の
事
情
、
単
な
る
風
雅
の
た
め
の
み
か
、
あ
る
い
は
、
同
志
を
索た
ず

ね
且
つ
は
ひ
そ
か
に
幕
府
の
追
捕
を
避
け
ん
と
せ
し
か
、
さ
ま
ざ

ま
に
言
わ
れ
て
も
い
る
が
、
其
の
交
る
友
を
観み

遺い
ぶ
ん文

に
徴
し
て
、
後
者
の
観
察
の
寧
ろ
実
情
に
当
れ
る
を
思
う
の
で
あ
る
﹂︵
五
〇
一
ペ
ー
ジ
、
振
り
仮
名
は
原
文
。

原
文
の
旧
漢
字
・
旧
仮
名
遣
い
を
改
め
た
。︶
と
推
測
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
彼
が
放
生
津
︵
現
在
の
射
水
市
新
湊
︶
か
ら
高
岡
の
志
士
逸へ
ん
み見
方ほ
う
し
ゅ
う
舟
に
宛
て
た
書
簡
に

此こ
の
ち地
に
も
逐
客
之
令
格
別
厳
重
に
申
も
う
し

来き
た

る
中
に
旭
荘
な
る
者
似じ
ゅ
に
に
て
じ
ゅ
に
あ
ら
ざ
る

レ

儒
非
レ

儒
不
埒
者
に
付つ
き

其そ
の
も
の者
の
手
跡
等
致い
た
し

二
珍
重
一
或あ
る
いは
招
請
抔な
ど

は
以
て
の
外
心
得
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一
〇

違ち
が
いに
付
能よ
く

相あ
い

さ
と
し
候
︵
五
〇
二
ペ
ー
ジ
、
振
り
仮
名
・
返
り
点
は
筆
者
︶

と
云
う
の
を
挙
げ
る
。
前
引
の
七
絶
に
う
た
わ
れ
る
三
谷
と
の
芸
者
遊
び
も
、
お
尋
ね
者
の
身
で
幕
府
の
目
を
か
い
く
ぐ
り
な
が
ら
束
の
間
の
安
逸
を
得
て
い

た
の
だ
と
す
れ
ば
、
結
句
の
﹁
求
む
る
所
無
し
﹂
は
決
し
て
単
な
る
誇
張
で
は
な
か
ろ
う
。
三
谷
が
尊
皇
倒
幕
運
動
に
ど
の
程
度
関
与
し
て
い
た
か
は
定
か
で

は
な
い
が
、
勤
皇
の
志
士
を
か
く
ま
う
ほ
ど
の
度
量
を
持
ち
合
せ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
二
）
碑
文
の
撰
者
・
大
橋
二
水
に
つ
い
て

大
橋
二
水
は
、
名
は
弘
、
通
称
は
十
右
衛
門
。
現
高
岡
市
の
町
年
寄
の
家
に
生
ま
れ
る
。
若
く
し
て
京
都
の
儒
者
草く
さ
ば場
船せ
ん
ざ
ん山
13
に
漢
学
を
学
び
、
そ
の
後
東

京
で
英
語
を
学
び
、
犬
養
毅
・
尾
崎
行
雄
と
交
遊
。
政
治
塾
﹁
越
中
義
塾
﹂
を
開
き
、
越
中
改
進
党
の
創
立
に
参
加
し
て
自
由
民
権
運
動
に
積
極
的
に
参
画
す

る
な
ど
政
治
へ
の
志
も
高
く
、
県
会
議
員
を
務
め
た
後
、
一
九
〇
二
︵
明
治
三
十
五
︶
年
に
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
た
が
、
一
期
務
め
た
後
は
政
治
活
動
か
ら
身

を
引
き
、
漢
詩
書
画
に
専
念
し
た
。
内う
ち
や
ま山
外が
い
せ
ん川
14
・
岡お
か
ざ
き崎
藍ら
ん
で
ん田
15
・
片か
た
ぐ
ち口
江こ
う
と
う東
16
ら
と
と
も
に
近
代
富
山
を
代
表
す
る
漢
詩
人
と
目
さ
れ
、
富
山
や
高
岡
の
漢

詩
壇
で
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
後
、
金
沢
に
移
り
、
そ
こ
で
も
漢
詩
壇
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
た
。
詩
文
集
に
﹃
二
水
遺
稿
﹄
が
あ
り
、
高
岡
市
立
図
書
館

な
ど
に
所
蔵
す
る
。
ま
た
か
つ
て
高
岡
城
が
あ
っ
た
地
で
あ
る
高
岡
古
城
公
園
に
は
、
高
岡
城
を
築
い
た
前
田
利
長
を
し
の
ぶ
二
水
の
七
絶
を
刻
ん
だ
石
碑
が

建
っ
て
い
る
。
そ
の
詩
に
云
う
。

山
河
此
處
舊
金
湯　
　

山
河 

此
の
処 

旧
金
湯
、

太
守
英
風
鎭
四
疆　
　

太
守
の
英
風 

四
疆
を
鎮し
ず

む
。

長
使
遺
黎
懷
恵
澤　
　

長と
こ
しえ
に
遺
黎
を
し
て
恵
沢
を
懐お
も

わ
し
む
、

一
園
華
木
是
甘
棠　
　

一
園
の
華
木 

是
れ
甘
棠
。

﹁
大
山
大
河
に
守
ら
れ
た
こ
の
場
所
こ
そ
か
つ
て
の
金
城
湯
池
、
殿
た
る
利
長
公
の
英
雄
の
威
風
は
四
方
の
国
境
ま
で
抑
え
鎮
め
た
。
い
つ
ま
で
も
後
世
の
民

に
そ
の
恩
沢
を
思
い
出
さ
せ
て
い
る
、
こ
の
公
園
に
花
咲
く
木
々
は
ま
さ
し
く
あ
の
周
の
召
公
が
憩
い
し
甘
棠
の
木
な
の
だ
﹂
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
詩

は
﹃
詩
経
﹄
召
南
・
甘
棠
﹁
蔽
芾
甘
棠
、
勿
翦
勿
敗
、
召
伯
所
憩
。︵
蔽へ
い
ふ
つ芾
た
る
甘
棠
、
翦き

る
勿な
か

れ
敗
る
勿
れ
、
召
伯
の
憩
い
し
所
。︶﹂
を
踏
ま
え
て
お
り
、
こ
の
甘
棠
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一
一

の
木
は
召
公
さ
ま
が
そ
の
陰
で
憩
う
た
木
だ
か
ら
切
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
民
が
歌
っ
た
こ
と
か
ら
、
甘
棠
は
領
民
が
明
君
の
恩
徳
を
慕
う
こ
と
の
象
徴
と

し
て
用
い
ら
れ
る
。

前
引
の
﹃
越
中
古
今
詩
鈔
﹄
に
採
ら
れ
て
い
る
二
水
の
詩
か
ら
拾
っ
て
み
る
と
、

次
外
川
詩
韻
︵
外
川
の
詩
の
韻
に
次
す
︶　

其
一

籬
菊
花
開
露
裛
黄　
　

籬ま
が
きの
菊
は
花
開
き 

露
は
黄
を
裛う
る
おす
、

偶
因
問
句
坐
堂
皇　
　

偶た
ま
たま
句
を
問
う
に
因
り
て
堂
皇
に
坐
す
。

秋
末
佳
節
都
並
得　
　

秋
末
の
佳
節 

都す
べ

て
並
び
に
得
た
り
、

風
月
平
分
又
一
場　
　

風
月 
平
分
し
て
又
た
一
場
。

﹁
垣
根
の
菊
の
花
が
咲
い
て
、
露
が
花
の
黄
色
を
湿
ら
せ
て
い
る
。
た
ま
た
ま
で
き
た
詩
句
を
皆
に
問
う
て
み
よ
う
と
こ
の
四あ
ず
ま
や阿
に
座
っ
た
。
秋
の
終
わ
り
の

よ
い
季
節
は
皆
が
等
し
く
得
ら
れ
る
も
の
、
こ
の
美
し
い
自
然
の
景
色
も
平
等
に
分
か
ち
合
っ
て
ま
た
詩
を
競
い
合
う
﹂
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
野
外
で
の
詩

会
の
席
で
内
山
外
川
の
詩
に
次
韻
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

六
十
初
度
自
述
︵
六
十 

初
め
て
度わ
た

り
自
ら
述
ぶ
︶

人
間
敢
羨
地
行
仙　
　

人
間 

敢
え
て
羨
む 

地
行
の
仙
17
、

眼
底
風
塵
未
了
縁　
　

眼
底
の
風
塵 

未
だ
縁
を
了お

え
ず
。

百
廿
五
齡
成
定
壽　
　

百
ひ
ゃ
く
に
じ
ゅ
う
ご

廿
五
齢
を
ば
定
寿
と
成
し
、

笑
吾
六
十
是
中
年　
　

吾
が
六
十
の
是
れ
中
年
な
る
を
笑
わ
ん
。

﹁
人
の
世
に
あ
っ
て
は
地
上
に
い
る
仙
人
の
長
寿
こ
そ
が
羨
ま
し
い
。
こ
の
目
に
映
る
世
俗
の
塵
か
ら
ま
だ
縁
を
切
れ
な
い
で
い
る
。
大
隈
侯
の
よ
う
に

百
二
十
五
歳
を
決
ま
っ
た
寿
命
と
し
て
、
自
分
の
六
十
な
ど
ま
だ
中
年
だ
と
笑
う
こ
と
に
し
よ
う
﹂
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
大
隈
重
信
は
﹁
人
は
適
切
な
摂
生

を
す
れ
ば
本
来
百
二
十
五
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
﹂
と
常
々
唱
え
て
お
り
、そ
の
口
述
を
ま
と
め
た
﹃
人
寿
百
歳
以
上
﹄
な
る
書
物
︵
一
九
一
五
︵
大
正
四
︶
年
、真
人
社
︶

ま
で
出
版
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
伝
統
的
な
典
故
と
し
て
蘇
東
坡
の
詩
を
用
い
る
一
方
、
近
人
大
隈
重
信
の
言
葉
を
も
﹁
典
故
﹂
と
し
て
用
い
た
、
ユ
ー
モ
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一
二

ア
溢
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
二
水
の
詩
は
典
故
を
多
用
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
一
格
に
拘
泥
し
な
い
詩
風
で
あ
る
。﹁
三
谷
翁
碑
﹂
も
﹁
銘
﹂
の
部
分
に
無
理
な
造
語
を
す

る
な
ど
い
さ
さ
か
技
巧
的
な
面
も
な
く
は
な
い
が
、
全
体
と
し
て
は
要
を
得
た
平
明
な
文
で
あ
り
、
三
谷
の
門
弟
た
ち
の
期
待
に
十
分
応
え
得
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

公
園
の
片
隅
に
ひ
っ
そ
り
佇
む
一
枚
の
石
碑
も
、
読
み
解
い
て
み
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
氷
見
の
医
療
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
蘭
方
医
の
事
跡
を
、
富
山
を
代
表
す
る
漢
詩
人
が
顕
彰
し
て
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
た
こ
の
碑
文
も
、
そ
れ
が
漢
文
で
書
い
て
あ
る
と
い
う
だ
け
で

読
ま
れ
ず
に
埋
も
れ
た
ま
ま
で
あ
る
の
は
、
返
す
返
す
惜
し
い
こ
と
と
言
う
他
な
い
。
せ
め
て
こ
の
拙
文
が
、
西
井
三
谷
の
門
弟
た
ち
や
大
橋
二
水
の
思
い
を

つ
な
ぐ
一
助
と
な
ら
ん
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

注１　
﹁
石
川
県
射
水
郡
氷
見
町
に
一
社
を
設
け
保
生
社
と
名な
づ

け
、
毎
月
二
回
会
同
し
て
衛
生
の
事
を
協
議
し
、
医
学
は
日
課
を
設も
う
けて
日
々
数
課
を
修
習
す
。
社
長
は
西
井
快
安
、
副

社
長
は
服
部
政
則
、
社
員
は
︵
以
下
略
︶。﹂︵
原
文
の
旧
漢
字
・
変
体
仮
名
を
改
め
、
句
読
を
補
っ
た
。
な
お
一
八
八
一
年
当
時
、
富
山
県
は
石
川
県
に
編
入
さ
れ
て
い
た
。︶

２　

原
書
は
﹁
小
西
玄
瑞
﹂
と
す
る
が
誤
記
と
み
ら
れ
る
。

３　

た
と
え
ば
宮
田
栄
﹁
黒
川
良
安
﹂︵
石
川
郷
土
史
学
会
編
﹃
先
人
群
像 
第
四
上
﹄
所
収
、
一
九
五
五
年
︶、﹁
黒
川
良
安 

良
識
に
生
き
た
蘭
学
者
﹂︵
北
国
新
聞
社
編
集
局
﹁
風

雪
の
碑
﹂
取
材
班
編
﹃
風
雪
の
碑 

現
代
史
を
刻
ん
だ
石
川
県
人
た
ち
﹄
所
収
、 

一
九
六
八
年
、
北
国
新
聞
社
︶、﹁
黒
川
良
安
﹂︵﹃
越
中
人
譚
﹄
第
四
号
所
収
、
一
九
九
八
年
、

ア
キ
編
集
室
編
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
出
版
︶
な
ど
。

４　

た
と
え
ば
テ
レ
ビ
金
沢
で
二
〇
一
三
年
九
月
一
日
放
送
の
﹃
い
し
か
わ
大
百
科
﹄
シ
リ
ー
ズ
・
近
代
の
石
川
を
支
え
た
偉
人
た
ち
⑦
﹃
近
代
医
療
の
父 

~
黒
川
良
安
~
﹄︵
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト https://w

w
w.tvkanazaw

a.co.jp/program
/daihyakka/2013/2013-0819.htm

l

︶
な
ど
。

５　

津
島
北
渓
は
江
戸
末
期
の
医
師
で
漢
詩
人
︵
一
八
一
二
︵
文
化
九
︶
年
~
一
八
六
二
︵
文
久
二
︶
年
︶、
越
中
高
岡
の
人
。
江
戸
に
遊
学
し
て
医
術
と
漢
学
を
学
び
、
帰
郷
し

て
医
師
を
家
業
と
し
た
。
詩
文
を
善
く
し
、﹃
高
岡
詩
話
﹄
等
の
著
作
が
あ
る
。

６　
﹁
行
英
遠
浦
之
日
作
歌
一
首
︵
英あ

お遠
の
浦
に
行
く
日
に
作
る
歌
一
首
︶

　
　

安
乎
能
宇
良
尓 

餘
須
流
之
良
奈
美 

伊
夜
末
之
尓 

多
知
之
伎
与
世
久 

安
由
乎
伊
多
美
可
聞
︵
英
遠
の
浦
に　

寄
す
る
白
波　

い
や
増
し
に　

立
ち
し
き
寄
せ
来く　

東あ

ゆ風
を
い
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大
橋
二
水
撰
「
三
谷
翁
碑
」
碑
文
訳
注
並
び
に
解
題
　
―
―
忘
れ
ら
れ
た
種
痘
の
功
労
者
―
―

一
三

た
み
か
も
︶﹂︵﹃
万
葉
集
﹄
巻
十
八
・
四
〇
九
三　

大
伴
家
持
︶

７　

津
島
北
渓
の
自
注
に
よ
れ
ば
通
称
建
斎
。
氷
見
在
住
の
漢
詩
人
と
み
ら
れ
る
が
生
平
は
不
詳
。

８　

本
文
及
び
津
島
北
渓
の
自
注
に
よ
れ
ば
名
は
貞
、
字
は
無
疆
、
通
称
は
三
平
、
尾
張
名
古
屋
の
人
。
月
琴
と
書
を
善
く
し
、
高
岡
に
来
て
今
回
の
阿
尾
遊
覧
に
同
行
し
て
い

た
田
代
琴
岳
と
交
遊
し
て
い
た
と
い
う
。

９　

原
書
は
﹁
旭
村
﹂
に
作
る
が
、﹁
村
﹂
は
﹁
荘
﹂
の
誤
り
と
み
ら
れ
る
。

10　
﹁
咲
﹂
は
﹁
笑
﹂
に
同
じ
。

11　
﹁
新
翻
曲
﹂
は
新
た
に
演
奏
す
る
曲
。﹁
翻
曲
﹂
は
も
と
の
曲
を
変
え
ず
に
そ
の
ま
ま
演
奏
す
る
意
。
唐
の
白
居
易
﹁
残
酌
晚
餐
﹂
に
﹁
舞
看
新
翻
曲
、
歌
聽
自
作
詞
︵
舞
は

新
翻
の
曲
を
看
、
歌
は
自
作
の
詞
を
聴
く
︶﹂
と
云
う
。

12　

原
書
は
﹁
敺
玄
﹂
に
作
る
が
、﹁
玄
﹂
は
﹁
去
﹂
の
誤
り
と
み
ら
れ
る
。﹁
敺
﹂
は
﹁
駆
﹂
に
同
じ
。

13　

江
戸
末
期
の
儒
者
︵
一
八
一
九
︵
文
政
二
︶
~
一
八
八
七
︵
明
治
二
十
︶
年
︶、
肥
前
多
久
︵
現
佐
賀
県
多
久
市
︶
の
人
。
江
戸
の
昌
平
黌
で
学
ん
だ
後
、
帰
郷
後
は
多
久
を

は
じ
め
肥
前
各
地
の
藩
校
や
私
塾
で
教
鞭
を
執
り
、
一
八
七
六
︵
明
治
九
︶
年
に
京
都
の
東
西
本
願
寺
学
寮
に
出
講
し
た
の
を
機
に
私
塾
﹁
敬
塾
﹂
を
開
き
、
多
く
の
弟
子

を
育
て
た
。

14　

名
は
松
世
︵
一
八
六
四
︵
元
治
元
︶
年
~
一
九
四
五
︵
昭
和
二
十
︶
年
︶。
慶
応
義
塾
で
学
ん
だ
後
、
帰
郷
し
て
家
業
の
農
業
を
営
む
傍
ら
、
婦
負
郡
会
議
員
・
富
山
県
農
工

銀
行
頭
取
な
ど
を
歴
任
、
一
八
九
八
︵
明
治
三
十
一
︶
年
に
衆
議
院
議
員
に
当
選
、
二
期
務
め
た
。
そ
の
邸
宅
は｢

豪
農
の
家　

内
山
邸
﹂
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

15　

名
は
佐
次
郎
︵
一
八
六
一
︵
文
久
元
︶
年
~
一
九
三
九
︵
昭
和
十
四
︶
年
︶、
婦
負
郡
鵜
坂
村
︵
現
富
山
市
婦
中
町
︶
の
人
。
岡
崎
家
は
代
々
豪
農
を
も
っ
て
聞
こ
え
た
。
京

都
で
草
場
船
山
に
学
び
、
そ
の
後
木
蘇
岐
山
︵
一
八
五
七
︵
安
政
四
︶
年
~
一
九
一
六
︵
大
正
五
︶
年
︶
に
漢
詩
を
学
ん
だ
。
婦
負
郡
会
議
員
や
婦
負
郡
教
育
長
を
務
め
、

一
九
〇
八
︵
明
治
四
十
一
︶
年
に
衆
議
院
議
員
に
当
選
、
一
期
務
め
た
後
国
政
か
ら
退
き
、
そ
の
後
は
詩
文
書
画
に
専
念
し
た
。
著
作
は
漢
文
に
よ
る
中
国
紀
行
﹃
燕
鴻
越

鳥
縦
游
日
誌
﹄
と
漢
詩
集
﹃
燕
鴻
越
鳥
詩
艸
﹄
が
あ
る
。

16　

名
は
安
太
郎
︵
一
八
七
二
︵
明
治
五
︶
年
~
一
九
六
七
︵
昭
和
四
十
二
︶
年
︶、
み
そ
醸
造
業
の
三
代
目
と
し
て
生
ま
れ
る
。
叔
父
の
藻
谷
海
東
に
漢
詩
文
を
学
び
、
さ
ら
に

木
蘇
岐
山
に
師
事
。
家
業
の
傍
ら
小
杉
町
長
や
富
山
県
会
議
員
を
務
め
、
小
杉
図
書
館
の
設
立
に
も
尽
力
。
生
涯
に
二
万
首
あ
ま
り
の
詩
を
作
っ
た
と
い
う
。

17　
﹁
地
行
仙
﹂
は
地
上
に
い
る
仙
人
。
人
の
長
寿
を
祝
う
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
北
宋
の
蘇
軾
﹁
樂
泉
先
生
生
日
以
鐵
柱
杖
爲
壽
詩
︵
楽
泉
先
生
の
生
日
に
鉄
柱
杖
を
以
て
寿

を
為
す
詩
︶﹂
に
﹁
先
生
眞
是
地
行
仙
、
住
世
因
循
五
百
年
︵
先
生
は
真
に
是
れ
地
行
の
仙
、
世
に
住
む
こ
と
因
循
五
百
年
︶﹂
と
云
う
。
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